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16. リョクトウの鉄欠乏耐性品種の特性評価

〔要約〕 リョクトウには、鉄欠乏に対する耐性に大きな品種間差があること、および鉄欠乏耐性品種

は感受性品種にくらべ高い培地の酸性化能を持っていることを明らかに した。これらの耐性品種を用い

ることでアルカリ土壌における鉄欠乏問題を回避できる。
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〔背景・ねらい〕

熱帯・亜熱帯地域には、半乾燥地を中心に広くアルカリ土壌が分布している。

中の鉄の溶解度が低く作物は鉄欠乏により生産が著しく阻害される。そこで、鉄欠乏に対する作物の耐性

の品種間差を利用し、鉄欠乏問題を解決する必要がある。本研究では、熱帯アジアで広く栽培されている

アルカ リ土壌では、土壌

リョクトウ品種の、鉄欠乏に対する耐性を評価するとともに、その生理的メカニズムを明 らかに した。

〔成果の概要•特徴〕

1. 

2. 

3. 

4. 

試験を行ったタイ国ナコンサワン畑作センタ ーの土壌の性質は、 pH7. 7 (H20)、有効態鉄 (DTPA

法） 3.2 mg kg¥炭酸カルシウム含量530gKg―1であり、鉄が欠乏した石灰質アルカリ土壌であった。

リョクトウの10品種／系統を上記の圃場で栽培 し、

耐性を評価したところ、大きな品種間差異が認められた（図 1、表 1)。これらの鉄欠乏に対する強耐

性品種を用いることにより、アルカリ土壊における鉄欠乏問題を回避することができる。

感受性品種で発生したクロロシスは 5gL-1の硫酸第一鉄の葉面散布により回復した。さらに生育期

間中 5回の葉面散布により、感受性品種である KPS2の収量が約 3倍に増加した （表 1)。

耐性品種は、水耕培地の鉄欠如処理に反応して水耕培地の pHを大きく低下させるが、感受性品種で

（図 2)。

クロロシスの発生および収量から鉄欠乏に対する

はこのような培地の pHの変動はみられなかった

な生理的メカニズムは、根による培地の酸性化である。

1. 

〔成果の活用・留意点〕

アルカリ土壌が分布する国では、

2. 

したがって、 リョク トウの鉄欠乏耐性の主

リョクトウ育種における選抜段階で鉄欠乏に対する耐性を評価する

必要がある。

鉄は植物体中を移動しにくいため、葉面散布は生育初期から継続的に行う必要がある。

図 1

表 1 アルカリ土壌で栽培したリョクトウ

品種／系統の子実収量

品種／系統

CNM8509B 

CN36 

CN60 

UTl 

Pag-asal 

VC1163B 

CNM-1 

PSUl 

KPSl 

KPS2 

クロロシス 1)

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

＋＋ 

+++ 

収量 (Kgha―l) 

対照区鉄葉面散布

860 861 (100) 2) 

697 671 (96) 

464 512(110) 

358 387(108) 

299 428 (143) 

536 673 (126) 

649 626(96) 

313 593(189) 

290 373(129) 

58 178(308) 

注1) 播種後25日目に評価、一、クロロシス無し ；

＋、淡いクロロ シス； ＋＋、明瞭なク ロロ シ

ス；＋＋＋、激しいクロロシス

2) 対照区を100として表示
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図2 鉄欠乏耐性を異にするリョクトウ

2品種の水耕培地の pH変動
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